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平成２１年第３回玉城町議会定例会会議録(第３号) 

 

１． 招集年月日 平成２１年６月１１日  
２． 招集の場所 玉城町議会議場 
３．  開   会 平成２１年６月１５日 
４．  応 召 議 員      
     １番 小 林 一 則 君   ２番 風 口   尚 君 
     ３番 山 本 静 一 君   ４番 高 木 市 郎 君 
     ５番 鈴 木 加奈子 君   ６番 東 谷 富 雄 君 
     ７番 小 林   豊 君   ８番 中 瀬 信 之 君 
     ９番 山 口 和 宏 君  １０番 奥 川 直 人 君 
    １１番 野 口   繁 君  １２番 川 西 元 行 君 
    １３番 前 川 � 夫 君  １４番 中 野   勇 君 
         
５．不応召議員  な し 
６．出 席 議 員       １４名 
７．欠 席 議 員       な し 
８．地方自治法第１２１条の規定により説明のため出席したものの職氏名 
  町    長       辻 村 修 一 君  副 町 長 坪 井 信 義 君 
  教  育  長 山 口 典 郎 君  会計管理者 森 島 千 里 君 
  総 務 課 長 中 郷  徹   君  税務住民課長 松 田 幸 一 君 
  生活福祉課長 林   裕 紀 君  建設産業課長 前 田 浩 三 君 
  農林商工課長 田 畑 良 和 君  上下水道課長 小 林 一 雄 君 
  病院老健事務局長 田間 裕紀 君  教育事務局長 辻    誠  君 
  総務担当課長補佐  田 村  優 君  政策財政担当課長補佐 中村元紀 君    
  教育委員長       加 藤 禎 一 君  監 査 委 員      松 田 隆 生 君 
9．職務のため出席した者の職氏名 
  議会事務局長 大 南 友 敬 君  同 書 記 高 井 美 江 君 
  同 書 記  中 川 泰 成 君 
１０．提出議案 
日 程 
第 １．会議録署名議員の指名 
第 ２．議案第４４号 玉城町交通安全対策事業基金条例の制定について 

（質疑） 
第 ３．議案第４５号 玉城町行政組織条例の一部改正について（質疑） 
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第 ４、議案第４６号 組織変更等に伴う関係条例の整備等に関する条例の制

定について（質疑） 
第 ５．議案第４７号 町税条例の一部改正について（質疑） 
第 ６．議案第４８号 玉城町火入れに関する条例の一部改正について（質疑） 
第 ７．議案第４９号 平成２１年度玉城町一般会計補正予算（第１号）  
          （質疑） 
第 ８．議案第５０号 平成２１年度玉城町国民健康保険特別会計補正予算 

（第１号）（質疑） 
第 ９．議案第５１号 平成２１年度玉城町老人保健特別会計補正予算 
          （第 1 号）（質疑） 
第１０．議案第５２号 平成２１年度玉城町山村振興事業特別会計補正予算 
          （第１号）（質疑） 
第１１．議案第５３号 平成２１年度玉城町農業集落排水事業特別会計補正予

算（第１号）（質疑） 
第１２．議案第５４号 平成２１年度玉城町水道事業会計補正予算（第１号） 

（質疑） 
第１３．議案第５５号 平成２１年度玉城町介護老人保健施設事業会計補正予

算（第１号）（質疑） 
第１４．議案第５６号 平成２１年度玉城町下水道事業会計補正予算（第１号）

（質疑） 
 
           (午前９時０分 開会)  
 
○ 議長(小林一則君)只今の出席議員数は１４名で定足数に達しております。 

よって、平成２１年第３回玉城町議会定例会第３日目の会議を開会致しま

す。 
本日の議事日程はお手許に配布のとおりであります。 

 
○ 議長(小林一則君)日程第１．会議録署名議員の指名を行ないます。本日の会

議録署名議員は会議規則第１２０条の規定により、議長において 
２番 風口 尚君  ３番 山本静一君 

 の２名を指名致します。 
 
○議長(小林一則君) これより、各議案ごとに質疑を行います。それでは、日程

第２．議案第４４号 玉城町交通安全対策事業基金条例の制定についてを議

題と致します。 
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  直ちに質疑を行います。発言を許します。５番 鈴木加奈子さん 
○５番(鈴木加奈子さん) 玉城町交通安全対策事業基金条例は、三重県交通災害

共済基金から交通安全対策に使用する目的で交付されたもので、玉城町の交

通災害共済への加入率は高かったと思っておりますが、今後も道路の工事費

改修等のそのために使っていくつもりでしょうか。私は、以前に申し上げま

したヘルメットのことですが、穴あきヘルメットでないと子どもたちがかわ

いそうだということで提案をして参りましたところ、今現在は穴あきヘルメ

ットになっています。ところがこれは交通安全協会からの補助がございます

が、ほとんどの部分が保護者の負担になっておりまして、玉城町からは１円

も支出されていないと思っておりますが、こういったところに支出をすると

いうのも一つの案ではないかと思っておりますが、今、大変教育費にも負担

が多くなってきておりましてこの不況の中で、各保護者とも大変な時であり

ます。それでこの基金の使い方・考え方についてお伺いをしておきたいと存

じます。 
○議長(小林一則君) 生活福祉課長 林裕紀君 
○生活福祉課長(林裕紀君) 今回の交通安全対策基金の使い方ですが一応規則

を作っておりまして交通安全の啓発事業にまず使うという事が１点、それか

ら安全教育事業又、交通事故の相談事業、それから地域実情に即した事業を

行うということでその他の交通安全対策事業、大きくこの４つを柱にして使

っていこうという事で分配をされました。従いまして今回、当初予算の方で

基金に取り組まず当初予算の方で９４万８千円を計上させてもらっています。

これについては工事費ではなく交通安全の啓蒙対策にする費用とか消耗品を

合わせて９４万８千円計上致しております。今後につきましては今申し上げ

た４つの柱を基に、当然来年度からになりますが緊急のことがあれば今年度

又補正予算をしながら取り組んでいきたいと考えております。 
○議長（小林一則君）５番 鈴木加奈子さん                
○５番（鈴木加奈子さん）今、林課長からの答弁であった訳ですが、これは本

日はやはり町長に対して考え方としてお伺いをしたいとこのように思って質

問に立っておりますので、その点でよろしくお願いしたいと思います。この

掛け金というのは、もともと町民が交通災害に遭った時に１年間 500 円掛け

捨てで、なんかの時には助けてもらえるそう思って掛け金として納めたもの

が帰ってきております。ですからやはり先ほど申し上げましたように一番気

になりますのがやはり子どもの安全でございますので、そういったヘルメッ

トに支出する。或は保育所の送迎につきましても子どもさんを自転車で送迎

される方も多くなってきております。そういうことでこのお子さんへのヘル

メットを必要ではないかと思っておりますが、何しろ中心に据えるのは子ど
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もお年寄りということで考えてほしいと思うわけでございますが、町長どれ

ぐらい親御さんが負担しているかご存じないのか分かりませんが、殆どの部

分が保護者負担になっております。それから玉城町からはこれまでも１円も

ヘルメットに対して補助金が出ていないとこのように認識しております。そ

の点でお伺いをしたいと思います。その他の事業でもかまいませんけれども

ぜひともそういう対応を考えて頂きたいと思っておりますので、町長のご答

弁をお願いします。 
○議長(小林一則君)町長 辻村修一君 
○町長(辻村修一君) 交通災害共済にスタート致しましてからの精算という形

で、県下加入をしておった自治体に対してこうした交付がなされてきたとい

うことでございます。処分の内容は交通安全に係る経費に有効に活用してい

きたいと思っておりますし、こうして初めて基金として助成を頂いた訳でご

ざいますので、いろんな面で活用につきましては検討してまいりたいと思い

ます。交通安全協会なりあるいは、伊勢警察なりいろんな組織がありますの

でそうしたところとの連携をしながら有効に活用したいと思っています。以

上です。    
○議長（小林一則君）他に質疑ございませんか。 
       （「議事進行」の声） 
質疑なしと認めます。 

  これを以って本案に対する質疑を終結致します。 
 
○議長（小林一則君）次に、日程第３．議案第４５号 玉城町行政組織条例の

一部改正についてを議題と致します。 
直ちに質疑を行います。発言を許します。１０番 奥川直人君 

○１０番（奥川直人君）農林商工を今回、産業振興課に変更されるということ

でありますが、非常に業務の幅が広くなるというふうに考えております。当

然具体的構想はどういった形でお持ちなのかということを、お聴きをしたい

のと、特に業務の内容とか、業務の幅が広くなるということで何名体制で、

係りなりそういったものをどうお考えなのか、お聴きを致します。 
○議長（小林一則君）町長 辻村修一君 
○町長（辻村修一君）あらかたの考え方は持たして頂いておりますが、更に細

部にわたってはご承認を頂いたあとスタートするまでの間に詰めていきたい

と思っておりますけれども、特に今回提案を申し上げておりますようにいろ

んな世界的なあるいは、町としても税収減という影響がありこれからの町の

発展を考えるとそういう産業振興が大事だということでありますので、業務

の内容も少し見直す部分もあるかなと思っております。産業といいますと農
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林商工あるいは、又いろんなこれからの考えられる地域起こし等もあります

ので、なかなかこれだけの少数の陣容で全般にわたっての行政運営をさせて

頂いておりますのでそこだけをというわけにはいきませんけれども、今後充

分そうした体制は検討していきたいと思っております。それぞれで所管をし

ております事柄も少し整理をしたいと思っている次第でございます。以上で

す。 
○議長（小林一則君）１０番 奥川直人君 
○１０番（奥川直人君）今回議会に提案されているわけでありまして、我々は

こういった組織変更に対して、議会として今後判断をせねばならんというと

ころの状況においてはっきりわからない。具体的な回答もない。人の人数も

分からない。仕事の内容も分からない。そういったことでこの体制の提案に

ついて判断が議会として皆さんできないというふうに思いますので、どうい

うお考えかというふうなことをお聞かせ願って判断をさせて頂きたいと思っ

ているのですが、町長いかがですか。 
○議長（小林一則君）町長 辻村修一君 
○町長（辻村修一君）提案でも申し上げておりますように、雇用の部分をやは

り所管する部門、あるいは今、美まし国から地域起しの取り組みというふう

なものに力をいれさせて頂いております。そうした新しい町づくりの推進と

いうふうな形での当然それを今もおりますけれども、更に強化をしたいとこ

ういう考え方でございますので、従って 3 人も 4 人もというふうなわけには

参りませんけれどもそうした形での、さらに内部的な今の体制を整えたいと

いうふうなことで考えておる次第でございます。今回の目的はそうしたこれ

からの町の活性化、地域おこしの取り組みあるいは、雇用の喪失あるいは、

全体的な農業を含めての産業振興というふうなことで、もう一度再編をして

今農林商工で担当しているものは当然担当をしながらやっていくという考え

方を持たせて頂いています。 
○議長（小林一則君）ほかにありませんか。５番 鈴木加奈子さん 
○５番（鈴木加奈子さん）このたびの条例改正は、これまでありました建設産

業課この建設産業課を建設課と産業課にふたつに分けたように見えるわけで

ございます。そうしますと玉城の基幹産業であります農業はそして地元で中

小の建設業の方々が又、販売の方々がいらっしゃいますが、この商工に関係

しましては、どうなるんだろうかということでゾーツとする思いでこの提案

を伺ったところでございます。そういうことで先ほどひっくるめてお話にな

っておられまして、どこをどのようにというのがよくわからないのでござい

ます。改めてお伺いをしたいと思います。それから、消費者安全確保という

ことで今年 4 月 17 日に衆議院で可決されました。全会一致でした 5 月 29 日
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参議院が全会一致で可決されました。玉城町のする仕事と致しましてこの 8
条の 2 項にありますところの事務を行うための機関を設置するなど努めなけ

ればならない。というふうな表現でありまして又、専門職員の配置などが規

定されておりますけれどもこの分野はどこに含まれるでしょうか。お伺いを

致します。 
○議長（小林一則君）町長 辻村修一君 
○町長（辻村修一君）消費者の関係は、当然従来もそうですけれども、現在も

そうですけれども産業振興の中で所管をしていくことを考えておる次第でご

ざいます。いろいろ提案も申し上げておりますように、昨今の流れを充分に

ご承知を頂いておりますように危機的な状況、あるいは国の経済対策あるい

はこれからの地域のための地域づくりというようなセクションが、非常に町

が自立していくうえで重要でありますからそのことに取り組んでいきたいと

いうことでございますのと、もう一つは建設産業というふうな名称でおりま

したが、とくにわかりやすくするために建設は特に道路、河川そういうふう

なところの所管ということで分かりやすくするための名称変更ということで

ございます。一部にそうした建設で大きく所管をしておった部分もございま

すが、それらも整理をしていく方が分かりやすくなるのではないかというこ

とでの考えての名称変更でございます。以上です。 
○議長（小林一則君）5 番 鈴木加奈子さん 
○5 番（鈴木加奈子さん）分かりやすくするためでありましたら、建設課と何で

「農林商工」林がないからというのであれば農業商工課とすれば一番分かり

やすいのではないかとこのように思うわけですけれども、なぜそこの農業玉

城町の基幹産業であります農業を消さなければならなかったのか。貴方の口

から産業振興といわれますとまたしても京セラミタへの３億３千万円もの町

民税金の投入。このことが頭をかすめるわけでございます。そういった無駄

使いが、今後おこなわなければよいかとこのように案じて質問します。分か

りやすくするなら是非とも農業商工課とこのような名称にするべきだと思っ

ております。 
○議長（小林一則君）町長 辻村修一君 
○町長（辻村修一君）鈴木議員さんのお考えだということで受けたまっておき

ます。もちろん農業を基幹産業として発達してきた玉城町でありますし今後

も重要であります。農業だけでなく町内の皆さん方がどういうところで就業

されてどういうところで収入を求めておられるのか、現実眺めてもらったら

充分お分かりだと思います。農業も大事であります。商業或は工業そうした

全体のそうした産業部門或は地域起しの部分で力を入れていく必要が大事だ

とこういう認識でございます。 
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         （議事進行」の声） 
質疑なしと認めます。 

 以上で、本案に対する質疑を終結致します。 
 
○議長（小林一則君）次に、日程第４．議案第４６号 組織変更等に伴う関係

条例の整備等の関する条例の制定についてを議題と致します。 
直ちに質疑を行います。発言を許します。 

         （議事進行」の声） 
質疑なしと認めます。 

 以上で、本案に対する質疑を終結致します。 
 
○議長（小林一則君）次に、日程第５．議案第４７号 町税条例の一部改正に

ついてを議題と致します。 
直ちに質疑を行います。発言を許します。 

         （議事進行」の声） 
質疑なしと認めます。 

 以上で、本案に対する質疑を終結致します。 
 
○議長（小林一則君）次に、日程第６．議案第４８号 玉城町火入れに関する

条例の一部改正についてを議題と致します。 
直ちに質疑を行います。発言を許します。 

         （議事進行」の声） 
質疑なしと認めます。 

 以上で、本案に対する質疑を終結致します。 
 
○議長（小林一則君）次に、日程第７．議案第４９号 平成２１年度玉城町一

般会計補正予算（第１号）ないし日程第１４．議案第５６号 平成２１年度

玉城町下水道事業会計補正予算（第１号）を一括議題としてこれより質疑を

行いますが、今期定例会の日程案の通り後日予算決算常任委員会において詳

細な審査を頂く事としておりますのでここでの質疑は、町長の提案理由の範

囲を対象に行いたいと思います。これにご異議ありませんか。 
          （「異議なし」の声） 
  ご異議なしと認めます。よって質疑は一括上程されました議案第４９号な

いし、議案第５６号についての町長の提案理由の説明の範囲を対象に行いま

す。 
発言を許します。１１番 野口 繁君      
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○１１番（野口繁君）議案第４９号についてお尋ね致します。この中で伐採樹

木等の再資源化の機器購入とありますが、どういうふうにして再資源化をす

るのか又、その機械の性能がどういう大きさに刻まれるのかお聞きしたいと

思います。もう一つはこの一番最後の温泉水を利用した特産品の開発の繰り

出し金があるわけでございますが、これはどこのどういうメーカーにお尋ね

するのか見積もりの時点では 370 万円と予算が出でいるわけですが、どうい

うメーカーから見積もりを取ったのかお尋ねしたいと思います。まず 2 点お

願い致します。 
○議長（小林一則君）建設産業課長 前田浩三君                 
○建設産業課長（前田浩三君）樹木の再資源ということでございます。これに

つきましては、特に私どもの予算でお願いをさせていただいております。道

路への隣接から樹木の枝が出ておるといったことで通行に支障をきたしてお

るといった場所があるわけでございますが、その枝払いをしたものにつきま

してチップ化をすると。それにつきまして又山へ戻すという先日城山のクリ

ーン作戦をお願いさせて頂きました。その時に機械を持ち込みを致しまして

これにつきましてはリースでございましたが、樹木の伐採したものにつきま

してチップ化をさせて頂きました。参加を頂いておりました方から畑等の敷

き藁の代わりに使いたいということでお持ちをいただきました。そういった

利用ができるということで、現在まではその樹木につきましては伊勢広域の

方で焼却処分をお願いしておりましたけれども環境等、昨今言われている中

で、CO2 等の発生に伴わない形を今後は考えていきたいということでござい

ます。                     
○議長（小林一則君）農林商工課長 田畑良和君                 
○農林商工課長（田畑良和君）温泉水を利用した特産品の開発ということでご

ざいますが、現在のところは特産品を開発するにあたりまして、これほどの

経費が必要ということで見積もりをしておりますので業者等決めたわけでも

ございませんが、商品の開発費それから製品の作成を委託しますのでそれら

に係る経費ということでお願いをしております。                
○議長（小林一則君）１１番 野口 繁君                   
○１１番（野口繁君）町長にお願いをするわけでございますが、先日下外城田

小学校の樹木の枝が出ているということで伐採の方法をお聞かせ願ったわけ

ですが、試験的にこれをできるのかどうかお聞かせ願いたい。 
○議長（小林一則君）町長 辻村修一君 
○町長（辻村修一君）それは充分試験的にもできると思います。 
○議長（小林一則君）１１番 野口 繁君 
○１１番（野口繁君）温泉水ですがこれは試験だけで確実にできる予算の範囲
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内なのか。ただ実験するだけなのか。370 万円で出来るのかできないのかお尋

ねします。 
○議長（小林一則君）農林商工課長 田畑良和君 
○農林商工課長（田畑良和君）議案の補足説明でも申し上げましたが、作成委

託をするわけですが製品として作成しますので、開発から物として作る所ま

で含んでおります。およそですけれどもいろんな容器の容量もございますが

今のところ考えておりますのは、８０ミリリットルの大きさで約５千本とい

うふうなことを考えております。これは作成に当たってのいろいろ少なすぎ

る多すぎるいろいろございますけれども、やはり開発費をかけますのでその

あたりが妥当な数字ではないかと一つの案でございます。 
○議長（小林一則君）１１番 野口 繁君  
○１１番（野口繁君）玉城の温泉は塩化ナトリウムが榊原温泉の４５倍と塩分

が１８倍ということでございますので、どういうふうな高価なものを期待し

ているかお尋ねします。 
○議長（小林一則君）農林商工課長 田畑良和君 
○農林商工課長（田畑良和君）およそ１０年程ご利用頂いてきておりますが薬

事法でどうのこうのというわけではございませんが、温泉の性質から行きま

すと非常にいいということも聞いております。そのようなことを中心としま

して化粧水としてご利用頂いて別な意味からも温泉の PR も出来たらいいな

と、こういうふうな考え方でございます。 
○議長（小林一則君）建設産業課長 前田浩三君 
○建設産業課長（前田浩三君）先程のご質問の中で能力ということでお尋ねが

ありましたが漏れておりましたのでお答えさせて頂きます。直径１０センチ

程度の枝については処分ができると、特に玉城町竹も多うございます竹の処

分もチップ化もできるというものを購入したいということでございます。特

に草等につきましては元々が柔らかいものですので処分がしにくいというこ

ともございますが、堅い木・竹につきましてはチップ化をして作業をできる

状態にしていきたいと考えております。以上です。 
○議長（小林一則君）１１番 野口 繁君 
○１１番（野口繁君）最後ですけれども、提案の説明の中に国保に対しまして

１千万円戻してもらって又２千万円貸し付けるということになりますと、町

長これ国保は急激な値上げをしなければならない時期が来るのではなかろう

か。せめてこの１千万円はこれ国保へ向いてもう貸し付けるのではなしに繰

り出しにする考えはないのかどうか。お聞きしたいと思います。 
○議長（小林一則君）生活福祉課長 林 裕紀君 
○生活福祉課長（林裕紀君）今回、１千万の新たな繰り入れを貸付金という形
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でしてもらったわけですが、国保財政としましてはこれは１千万を返やして

２千万を借るということで、予算的に３月補正で３千万円をおかりしました

これについては、３年間で１千万づつ保険料に転嫁してお返しをするという

ことで借り入れたわけでございますので、これを実行したいということの先

ず思いが一つありますので１千万はお返しをすると、但しその１千万をお返

しした後で、もう一度２１年度所得が確定して行った結果、やはり保険料が

６％程度ほど上がるという中で３％に抑えようということで、被保険者の

方々の負担増にならないようにということで、その３％の値上げを半分にし

ようということで新たにお借りしたということで、２千万をお借りして１千

万をお返しするという予算を計上した訳でございますけれども、今後につき

ましては確かに医療費は１９年度はかなり上がりまして保険料も２０％から

値上げをさせて頂きましたが、療養費は２０年度は落ち着いてまいったとい

うこともございまして、もう少しこの２１年度の医療費の動向を見ながらや

はりこの中で医療費を見ていく。玉城町はもちろん医療費は三重県下では下

から数えた方が早い町ですので当然上がる要素は含まれておりますが、特定

検診等含まれて予防に留意して今後医療費の抑制に努めていきたいのですが

この２１年度の中頃上半期終わった当たりで１回このままズーッと借り続け

るということはご質問のあるように国保財政的にもどうかということもあり

ますので、今年度中には何かの格好で一つ方針は考えていかなくてはいけな

いと担当課と致しましては思っております。 
○議長（小林一則君）１１番 野口 繁君  
○１１番（野口繁君）私は、町長に対して１千万は繰り入れすることを考えら

れないかということを町長お答えねがいます。 
○議長（小林一則君）町長 辻村修一君 
○町長（辻村修一君）今も林課長から説明しましたように、いわゆる法定外繰

入というのは今のところ考えておりません。やはり国保会計そのものは年々

厳しい状況にあるということはご承知のとうりでございまして昨年は値上げ

をさせて頂きましたけれども、相互扶助の制度でありますからこれは努めて

それぞれの皆さん方でご負担をしながらこの会計が存続できるように精一杯

努力をしていくというのが、今の時点ではないのかと思っている次第でござ

います。 
○議長（小林一則君）７番 小林 豊君 
○７番（小林豊君）議案第４９号一般会計補正予算の中で雇用対策として緊急

雇用創出事業・ふるさと雇用再生特別基金事業これで新規雇用が見込めると

ありますが、この事業につきまして補助金３カ年だと思いますが３カ年経過

した後、継続して雇用していくのか。又継続して雇用していくのであればそ
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の財源措置をどのようにお考えかお尋ね致したいと思います。 
○議長（小林一則君）町長 辻村修一君 
○町長（辻村修一君）雇用はやはりこうした緊急の経済対策というふうなこと

での国の特別な財政出動に基づくところの制度ということであります。あく

までも雇用の期間は３カ年こういうことでございます。その後においてどう

いうふうな形になってくるかは今の時点ではお答えは難しいわけであります。

こうした国の財政の出動が引き続きなされるとも今のところは確定できませ

んし、あくまでもやはり町の一般財源で単費で負担するということで当然い

ろんな面で財政に影響していくということになりますから、あくまでも今の

時点でのこの対策に基づく雇用につきましては、３カ年というふうな雇用期

間を区切っての対策ということで進めさせて頂きたいと思っている次第でご

ざいます。 
○議長（小林一則君）７番 小林 豊君 
○７番（小林豊君）そうすると雇用に対しましての契約というのは、３カ年と

いう条件付きで雇用をするという考えでよろしいでしょうか。 
○議長（小林一則君）町長 辻村修一君 
○町長（辻村修一君）そのようにご理解いただいて結構です。 
○議長（小林一則君）他にありませんか。１０番 奥川直人君 
○１０番（奥川直人君）今回は経済危機対策臨時交付金１億 2 千 400 万円です

か、これをいかに有効に使うかということで１点は地球温暖化対策というこ

とで先ほど樹木の伐採の件がありましたが、低公害車の購入という形での提

案もされております。先般の一般質問の中でも非常に財政が厳しいというこ

とで町長は口癖の様に言っておられましたが、ちょっともったいないと思い

ますが何の目的でどのような車を買われるのか、どのようにご使用頂くのか

ということをお聞きしたいのと、デマンドバスというのが出ております。こ

れにつきましては私たちもなかなかそういう情報を充分理解できていないの

で、現状の今福祉バスがあるわけでございますがあれに違ったシステムでも

う１台追加をして運用をしていくのか。今とどういうマッチングをさせてい

くのか。それと、それに向けて先ほど小林議員からありました雇用の関係３

名ということでたぶん運転手さんかなと。情報を管理手配をしていく方を含

めてかなと思いますがそのあたりのお考えをお聞きしたいと思います。 
○議長（小林一則君）総務課長 中郷 徹君 
○総務課長（中郷徹君）先ず、公用車の購入費についてでございます。今年度

当初予算におきまして公用車の買い替えの予算これを１台分を見込んでおっ

たものでございます。これは普通自動車の貨物自動車の箱型のバンでござい

ますが、これにつきまして１０年以上使用経過を致しておるこういった実情
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からこれの１台の買い替えをお願い致したい。こういったことで当初予算で

お願いを致していたところですが今回この様な経過措置が講じられたという

ことがございまして、これを低公害車に予算を増額して変えていきたいとこ

ういったことでございます。現在、町におきまして低公害車３台保有を致し

ておりまして運用を致しておる所でございますが、これに１台を加えたいこ

ういった考え方でございます。 
○議長（小林一則君）生活福祉課長 林 裕紀君 
○生活福祉課長（林裕紀君）所管しますふるさと雇用再生特別基金事業の福祉

バスのデマンドバスの事業の利用を考えております。このバスは７人乗りの

今現在あるワゴン車で、これを利用してこの１台を使って先ず試験的にどこ

の地区になるか分かりませんがある地区を試験的にやっていきたいと考えて

おります。運転手１人を雇うということです。デマンドバスは予約制の乗り

合いバスということになっています。従いまして今までのバスですと決まっ

た時刻に決まった経路を移動するのがバスでございますけれども、デマンド

バスは時刻表とかがありません。従いましてお客様の要望、住民の方の要望。

すなわちデマンドですけれども合わせてタクシーのように移動するというよ

うになります。タクシーと違うところは乗り合いをして頂くということにな

ります。従いまして方向が似通った方につきましてはそれを少し遠回りして

でも乗って頂いて効率よく目的地へ到着するというシステムでございます。

これは今考えておりますのは、システムを町単独で導入致しますと相当な費

用がかかります。今回は、まず今一つ考えておりますのはある大学のサーバ

ーをお借りして、インターネット回線を通じてそのワゴン車に JPS をつけて

走らせて、住民の方が役場の方に申し込みがあればその時間に到着するよう

にコンピュターが色々管理して運行計画を立てていくというのを、今日現在

の運行計画を大学に渡してありますので試験結果が６月中には出るかと思い

ますのでその中でどの地区を運用できるか考えております。将来そのように

して効率よく運用ができればいいかということで、今回それを導入するのに

１人運転手をお願いすることで事業の展開を図っていきたいと考えておりま

す。 
○議長（小林一則君）１０番 奥川直人君 
○１０番（奥川直人君）あと１点、先ほど野口議員から温泉の魅力を全国に PR
をしていくということで、温泉化粧水の特産品を開発していくとありました

が、よく似た質問になろうかと思いますが、商品企画の商品の魅力というも

のと 370 万円先程ありましたが、開発から商品化までといわれていますが、

本当にできて誰が責任を持ってやられるのかというふうなところをお聴きを

したいと思います。本当に 370 万円で商品開発していろんな殺菌とかが必要
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になるということでその辺の再確認で申し訳ないですが、商品化までの金額

なんかどうなのかということをお尋ねしたいと思います。 
○議長（小林一則君）農林商工課長 田畑良和君 
○農林商工課長（田畑良和君）先程の繰り返しですけれども、約 10 年経過をし

てまいりました。温泉を利用し頂いている方にお尋ねしますと、いろんな話

のそんな中で開発した商品化までを含めてこの計上しておりますが、薬事法

のこともいろいろ考えるのですが、化粧品につきましては 2001 年に規制緩和

がされておるということで以前ですと厚生労働大臣の許可がいるということ

ですが、この業者の方がそういうふうな許可をもっておればそこで製品化を

してそれを業者に生産委託をして、こちらで販売するのであるから特に町と

してのいろんな届け出というのは必要ないということを確認しておりますの

で、そういうふうなことで実際に温泉水の PR を考えております。 
 
○議長（小林一則君）ここで 10 分間休憩いたします。 
          （午前９時４５分 休憩） 
          （午前９時５５分 再開） 
 
○議長（小林一則君）再開致します。休憩前に続きまして質疑を続けます。 
 １０番 奥川直人君 
１０番（奥川直人君）先程、田畑課長から温泉水についてご答弁頂きましたけ

れども成功する見込みというのがこれ確かにこれは思いつきでやるのではな

いし、是非成功させるという意気込みがないといけないというふうに思いま

す。これも何度も申しますが貴重な税金を使って 370 万円を使ってやると。

それ以内に収まるのかどうかということをお聞きしましたが、成功する目処、

見込みと後、温泉水を PR せないかんというお話がありました。例えば弘法温

泉というホームページを開くと出てきますが全国的に温泉というホームペー

ジからこの弘法温泉は出てくるのでしょうか。一般的にどこか旅行へ行かれ

る方は温泉というホームページから弘法温泉を開くとたぶんこれは引けない

というふうに思いますので、そういったところにも貴重な税金を使って弘法

温泉を全国的に PR していくというふうなことも大切かと思いますが如何で

すか。 
○議長（小林一則君）農林商工課長 田畑良和君 
○農林商工課長（田畑良和君）奥川議員おしゃいますとおり当然そういうよう

なことは、今後においてもさしてもらわないかんと思います。見込みから行

きますと見込みですからなかなか私の方から「バシッと」いけますとは言え

ませんが、温泉を利用して頂いておる方の評判もございます。別の意味から
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もこういう特産品を作ってそれでもって又ご理解、評価を頂くというふうな

ことで PR をさせて頂きたいと考えております。温泉の全国的なものというこ

とにつきましては、申し訳ございませんがホームページで確認は致しており

ませんが、当然のようにこれまでも地域の情報誌とか東海地域いろいろそう

いう方面とのやり取りもございます。観光情報の雑誌にも載せておりますの

で今後も引き続きそういうふうなところで努力をさせていきたいと思います。 
○議長（小林一則君）１０番 奥川直人君 
○１０番（奥川直人君）今はそういうホームページとかパソコンの時代ですの

で最後の意見になりますが、是非ホームページで開いて弘法温泉が出てくる

というふうにしないと今の時代ですからお客さんが全国から集まる。その窓

口はパソコンのネットの中で温泉を開けば弘法温泉が出てくるという位にし

て頂きたいと思います。 
○議長（小林一則君）町長 辻村修一君 
○町長（辻村修一君）温泉の活用関係、今回の経済対策でいろんな工夫をした

いという考え方を提案申しあげております。これは一般会計あるいはその他

の特別会計と違いまして集客をしていく。町の活性化をして行こうという考

え方で取り組んできた事業。そして議員の皆様方も大変ご心配いただいてお

って少し利用者が減っておるのではないかというふうなことで実際減ってお

るというか、当初はやはりどこの施設でも人気があるのですが安定してきて

おるのではないかと思っております。年間大体 9 万人ぐらいでこれは集客施

設ですから PR ももちろんして行かなくてはいきませんが、うちの場合は性質

がいいと口コミでここまで続いているとなかなか私は。皆さん方のご理解で

これだけ長く継続して続いているような一部に部分的には繰り出しもして頂

いておりますが、こうした施設は珍しいのではないかと思っております。そ

してそれが波及効果があってアグリに年間 24 万人から来てくれる。非常に大

きい、従ってそういうふうなことからやはりいろいろご意見も頂いておりま

すようになんとか集客を図るようにいろんな工夫をして行かないかんと、こ

んなふうに思っております。そのことの一つでございまして温泉水だけで 5
年間売っていたのです。平成 4 年から施設建てるまで売っておりました。そ

れからもいろいろご利用頂いている方の中で非常に加減がいいと。あるいは

子どもさんが大変アトピーで困って見えるというふうな、そんな率直にお話

を聞かせて頂きましたのでこれは是非使って頂いて利用してほしいと。今も

販売させて頂いております。それで大変喜んで頂いておる状況でございます

からこれをもっともっと PR する。あるいは又、繰越明許で御承認も頂いてお

りますけれども施設のリニューアルの計画を今しているところでございます。

そういうようなことで、やはりもう一旦建ててそれで利用者の人の意見も聞
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かず改装もせずということではいけないので、集客施設でありますからどん

どんいろんな少しでも人気が出るように需要が高まるように工夫をして行か

ないかんと思っております。そういうことをこれからも進めてまいりたいと

思っておる次第でございます。いろんな面であそこに温泉が出来、アグリが

出来というふうなことで、常時の雇用が約 50 名創出が出来た。あるいは又農

家の皆さん方約 100 人の方が参加を頂だいておると。非常に結構なことだと

思っております。やはりちょっとでもいろんな工夫をしていきたいという考

え方でございますのでご理解を頂きたいと思います。 
○議長（小林一則君）8 番 中瀬信之君 
○8 番（中瀬信之君）今回、国の方から交付金のお金が入ってくるわけですがそ

の使用範囲といいますか、どういうところ辺までそのお金がつかえるのか、

大きな枠組みをお聞きしたいのと、国から大きな交付金が入ってくるわけで

すがその中においても財政調整基金から崩さないかん理由をお聞きしたい。 
○議長（小林一則君）政策財政担当課長補佐 中村元紀君 
○政策財政担当課長補佐（中村元紀君）今回の経済対策臨時交付金でございま

すけれども、これにつきましては昨年度の補正予算あたりからズーッと引き

ずっておるものでございまして事業のメニューといたしましてはかなり多方

面に利用ができるというふうなものでございます。特段の制約というもの大

きくございませんで、例示等もかなり出されております。それぞれの地域に

応じた活性化策をということで国の方もいろいろ出してきております。ただ、

国庫補助事業の負担については一部制約がついているものがございます。概

ねの主だったものについては町長提案説明のございましたように地球温暖化

対策それから少子高齢化対策後、安全安心の実現それとその他の地域の活性

化となっております。19 年の 11 月の地方戦略におきましては地域成長力の強

化、地域の生活基盤の確保、それから環境問題とか。後はこの 4 月の分の補

正につきましては緊急的な対策。それから成長戦力への未来への投資、安全

安心と活力の実現とうたわれております。具体的なものにつきましてはいろ

いろございますが後刻資料をお渡しさせて頂きますので見て頂ければと思い

ます。町の財政調整基金につきましては、この事業を行うにあたって当然事

業実施するにあたり入札差金等出てくるというふうな場合に対応するために

財源といたしまして財政調整基金の方から 4 千万を繰り入れたものでござい

ます。 
○議長（小林一則君）8 番 中瀬信之君 
○8 番（中瀬信之君）今回の国からの予算についてはあくまでも緊急的な予算で、

雇用とかに使っていかないかんといわれておりまして、使う方にとっても緊

急的な即効的なことに使うという考えを問われると思いますが、一番初めに
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も小林議員が言われましたように継続する事業についてはこの予算を基本的

には使わないという考えがあるのかお伺いをしたいと思います。 
○議長（小林一則君）政策財政担当課長補佐 中村元紀君 
○政策財政担当課長補佐（中村元紀君）今回のこの経済対策でございますが、

これにつきましては事業の前倒し等も当然入ってございますので、次年度以

降に予定しておりましたものを今年度に繰り上げて事業を実施させて頂くも

のもございます。このものについても対象とさせて頂いております。先程雇

用対策の関係でごさいますが、別の方の事業でございましてこれにつきまし

ては一応 3 カ年、緊急雇用につきましては 1 年でございますけれどもふるさ

と基金の方につきましては 3 カ年ということで、事業終了後につきましては

特段経済状況等により追加があれば追加をさせて頂きますけれども原則その

期間が終了すれば雇用は一旦切らさせて頂くというふうな考えでございます。 
○議長（小林一則君）8 番 中瀬信之君 
○8 番（中瀬信之君）前倒し等についてもこの予算使われるということですが、

新たな事業を作っていくのもいいかと思いますが、この町においては保育所

の空調の設備の問題とかまだ先のことがあると思いますが、そういうものを

前倒しするという考えは当初考えの中になかったのかそこだけお伺いしたい

と思います。 
○議長（小林一則君）町長 辻村修一君 
○町長（辻村修一君）議員おっしゃるとおりいろんな課題がございますから、

それを何とかして前倒しして早い機会にやらんならん一つひとつのことも充

分承知をしているわけでございまして、今回の当初予算の編成はご覧のよう

に法人の関係で 60％減額という形で大変厳しい状況であったわけであります

けれども、そんな中でこうして緊急の経済危機対策を発想されたということ

で提案申しあげておりますような最新の工事ができるというふうなことで大

変評価をしておるわけであります。町の財政の部分では緊急に対応しなけれ

ばならん外城田・田丸保育所の耐震。あるいは屋内体育館の耐震。こういう

ものがこうした経済対策が出動されなければなかなか講じることができなか

ったと思っております。しかし新しいものも町として必要でございますから

この経済対策が来年も再来年も続くとは確定しておりませんけれども、そう

いうような部分につきましてはやはり更にそれぞれの年度、あるいは将来の

計画の見直しの中で優先順位をつけて実施をして行くというふうなこと。そ

れは全て今おっしゃられるような空調をはじめとする直接施設整備あるいは、

ソフトの部分で緊急的な課題がそれぞれありますからそれは財調基金なり他

のいろんな国・県当たりの財政措置当たりを検討しながらというふうなこと

にして行かないかんということでありますが、なんと言いましてもなかなか



 17 

全体のいろんな事業を進めなければいかん。そんな中で大変な財政的な減収

に至っておるということでありますから、なんとかそういうような中でいろ

んな事業の見直しをはじめとする工夫をしながら進めてまいりたいと。将来

につながるあるいは、当面やらなければいかんというものは優先順位をつけ

て実施をしてまいりたいと思っております。 
○議長（小林一則君）他にありませんか。５番 鈴木加奈子さん 
○５番（鈴木加奈子さん）この 1 億 2 千 428 万 1 千円の経済危機対策臨時交付

金これを活用するということで、ずらりと並べて頂いてあるわけですが、や

はりこの不況の中で雇い止め等で住民の生活が苦しい時でありますですから、

福祉・医療・教育そしてまた生活密着型福祉型の事業に集中するべきであっ

たのではないかとこのように思っているわけでございます。ですから例えば

屋内体育館の耐震補強の工事でありますとか、長年にわたりまして指摘をし

てまいりましたアスベストを使用した学校給食の関係の機器。これを買い替

えるということやら、それから保育所の耐震補強を行う。こういったことに

ついてはいいことだとこのように思うわけですけれども、ハイブリットカー

に切り替えて予算をたして 210 万円とするとか、それから先程もお話が各議

員からありましたけれども化粧水の開発に温泉水を使うとか、そういったこ

とについてはまともに考えられない一体どこからそんな発想がきたのか、と

ても不審に思うわけです。先のご答弁にありましたけれども化粧水の関係に

おきましては、業者には確認をしてあるということでございましたが、どこ

の業者に確認なさったのでしょうか。お伺い致します。 
○議長（小林一則君）農林商工課長 田畑良和君 
○農林商工課長（田畑良和君）業者に確認というお尋ねですが、今のところは

まだ計画段階ですので、こういうことをやるとすればどれほどの経費がかか

るかということで積算をしております。業者といいますか県庁の方にもお尋

ねをしているのですが、特にこういうもの作るにあたっては町の方として何

か許可を取るとかというようなことはないと。製造にかかわる業者が許可を

持っておればそこで製品として作れるという意味合いでございます。 
○議長（小林一則君）町長 辻村修一君 
○町長（辻村修一君）何度もくどいぐらい聞いて頂いていますし、当初から鈴

木議員は温泉開発については反対でありました。さっきから何遍も説明して

おりますように温泉水の販売をさせて頂いてきたそして、アグリの取り組み

も進んできておることは地域の皆さんや農家の皆さんの協力があってここま

で来ておるわけでありますから鈴木さんのようにはじめから反対や反対やで

は何も進みません。以上です。 
○議長（小林一則君）５番 鈴木加奈子さん 
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○５番（鈴木加奈子さん）答弁は質問されたことにお答えを頂きたいと思いま

す。私は、温泉水のことを中心にお話ししたのではなくこの臨時交付金のこ

の活用の面につきましては、福祉・教育・医療・住民の生活密着型・福祉型

の事業に集中するべきであると。このことを申し上げたのでございますが、

町長の異常な反応に驚いております。私は温泉水につきましては業者の確認

をしたと田畑課長から答弁がありましたのでどこに確認したのかということ

を知りたかったから伺ったのでございますのでどこに聞かれたのですか。先

程の話ですと県庁に訪ねて、この程度の金額やったらやれるとそういう指導

を受けたのかな。と思いますがそれから町長に質問したことにつきましては

まだご答弁がないのでよろしくお願いします。 
○議長（小林一則君）農林商工課長 田畑良和君 
○農林商工課長（田畑良和君）こういうふうなことを事業化といいますか商品

化してやる場合にどれほどの経費がかかるかということで、そういうことを

これまでやってきた業者の方で様子も聞きながらどれぐらいの最低経費が必

要なのか。そういうことをお尋ねしている中での話でございますので、今そ

の業者を決めたわけでもございませんが、いろんな手続きの関係もございま

しょうという事での、特に今どこの業者といっても始まりませんのでまだそ

こまで決まった訳ではございません。 
○議長（小林一則君）町長 辻村修一君 
○町長（辻村修一君）先程、担当からも説明申し上げましたように資料も鈴木

議員には事前にご覧を頂いておりますということであります。しっかり聞い

ておいてください。地域経済の危機対策の項目には少子高齢化への対応、安

全安心の実現、地球温暖化対策こういうふうなことの項目の中でそれぞれの

自治体が工夫して何が必要なのか。こういう考え方に立ってこの国の経済危

機の財政に対して対応させて頂いておると。緊急的なものを極力前倒しして

処置をさせて頂いておるこういうことであります。そういう項目があってそ

れに対応したとあらかじめ資料もご覧頂いておりますので十分ご理解を頂い

ておるはずだと思っております。 
○議長（小林一則君）5 番 鈴木加奈子さん 
○5 番（鈴木加奈子さん）何も知らなかったら質問はできないのでございまして、

予めいろいろお伺いを致しまして資料も頂いております。ですからこそこの

質問ができるわけでございます。1 億 2 千 428 万 1 千円の交付金に対しまし

て 1 億 5 千 327 万 3 千円の事業計画を出されているというのも、この計画書

をあらかじめ頂いておりますからこそわかるわけでございます。そしてわか

るからこそこの内容についての考え方を思うわけでございます。さしあたっ

て緊急にしなければならないことは、そしてまた町長ご自身も選挙の公約と
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して掲げておられます。子どもを産み育てやすい環境を作りますということ

で掲げておられます。そして保健、福祉、医療の総合ネットワークを作ると。

このように掲げておられます。各保育所が定員オーバーしている田丸の保育

所ではもちろん定員オーバーもし、0 歳の保育がされていないこのことの問題

点は町長もよくご存じでありまして、この指摘も報告書でもされております。

であれば、少しでも節約をしながらこの建設に向けて保育所建設基金こうい

ったものも作っていかなければいけないのではないかとこのように思うわけ

ですが、そんな折にも財調基金の取り崩しをなさるというこういう姿に私は

町長としての考え方を問わなければならないのかと。このように思って質問

したわけです。そしてまた以前に温泉につきましては大仏山温泉を玉城町が

買い入れるというようなお話もあったり致しましたので、今あります玉城の

温泉は化粧水の方に回して日本ウエルコから又温泉をというようなそういう

ことになって行くのではないかと、このような心配もするわけでございます。

辻村町長、貴方が認識しておられるように私はあの日本ウエルコが堀り「許

栄中」がオーナーでございましたこの温泉の開発、これは玉城町が始めた仕

事ではありませんでした。企業が始めたものでございます。ところがあのイ

トマン事件に関わりまして許栄中氏は収監されるというこういう事柄の中で

最初は企業がやり始めた仕事でございましたが、それを引っ被ったのが玉城

町でございました。2 度と過ちを繰り返してほしくないという思いから質問致

しました。温泉に関わりましてはこれまでの取り組みがございましたので町

長ご自身もきちっとした反省のもとに、今後 2 度とあのような間違いを起こ

さないようにしてもらいたいと思います。今のところ温泉にも支出をしてお

ります国保会計でさえ貸付金でしかやらないというその町長が温泉事業につ

いては繰り出しをしているというこの姿に異常さを感じながら質問を致して

おります。又この交付金に合わせまして財調基金を取り崩して入れてまでも

事業をやるという前倒し費用もあったということもありまして仕方のない面

もあろうかと思いますが、このハイブリットカーに切り替えるというそうい

う流れはございますが、県の施策から見ましたらまだやさしいものかも分か

りません。県のこの臨時交付金に対する購入の仕方は異常なものを感じてお

りますので、それから見たらまだ玉城町はやさしいのかというような感じは

あるのですが、それでもなお且つ玉城町としては独自の保育所問題がある。

このことをどのように町長は考えて見えるのかお伺いします。 
○議長（小林一則君）町長 辻村修一君 
○町長（辻村修一君）今回の経済危機の対策交付金につきましては、これを基

金として造成することはできないとこういう趣旨がうたわれておりますし当

然財政調整基金はそれぞれの事業の財源不足に取り崩して使うとこういう考
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えで進めさせておりますので一つそのようにご理解を頂きたいと思います。

以上です。 
○議長（小林一則君）3 番 山本静一君 
○３番（山本静一君）全体にわたることでございますが、今回のデマンド、温

泉の化粧水これら新規事業と思いますがこれらの概算的な計画というのは町

としてお持ちですか。 
○議長（小林一則君）生活福祉課長 林裕紀君 
○生活福祉課長（林裕紀君）まず、うちの所管しますこの事業の基金の使い方

の一つとして福祉バスへのデマンドバスの導入費用ですけれどもこれにつき

ましては年間利用者約 2 万 4 千人が利用されている中で、やはり使われる時

間帯と乗らない時間帯と利用の時間帯とがばらばらになりますので、これを

効率よくやったりということで今回デマンドバスの事業の導入を図ってます。

これにつきましては基本的にオペレーターが必要でないというのが原則です

が、オペレーターが必要でないということは携帯電話とかインターネットと

かそういうもので暗証番号を押して登録をすると自動的にバスがその時間に

やってくるというものですですが、当然お年寄りの方とかインターネットや

携帯電話を使えない場合につきましては当然オペレーターを置いて順次使っ

ていこうと考えております。まずそういうふうなことで両方使うことによっ

て人を削減していきたいということと効率よく上げたいということ。それか

ら有料か、無料かにつきましては当然この運行をやって見ないとわからない

わけですが、当然費用はかかります。年間百万円位の 1 台の DVS をつけてや

っていく中で百万円位経費がかかりますので、その費用をどのようの捻出し

ていくかにつきましては、又この事業の実証段階がありますのでこの中で考

えていきたいとこのように思いますので今のところは、有料を考えておりま

す。それともうひとつ児童の途切れのない支援事業を行います。これにつき

ましては産前産後から始まって中学校まで、切れ目のない支援を行っていく

のに、今加配保育士が配置されておる場合もございますが、それ以外に気が

かりな子、気になる子をこの方々を早く見つけてその子らにいろんな幼児期

から個別の幼児計画をして、それで 2 歳 3 歳 4 歳 5 歳というふうな 1 歳刻み

で発達のチェックリストを作り最後には個人の計画ファイルを小学校へ継い

でいきたいと。切れ目の支援をしていくのに。その子供さんが保育所におれ

ばその方に保育士ではないのですが見てもらうというような人件費を今回計

上しながら、事業としては子育て総合支援としてはこれに対する軸として動

いてもらって一人ひとりのファイルを作りこれを支援として作っていきたい

ということを考えております。これにつきましては一人 1 年の雇用でありま

して、3 カ年の事業となっていますので 4 年後につきましては今財政側の再度
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の話もありましたが、これは勿論我々担当課の努力次第で何とか 4 年以降も

予算化をさせてもらいたい気持ちで担当化も頑張ってやっていきたいと考え

ております。 
○議長{小林一則君}農林商工課長 田畑良和君 
○農林商工課長（田畑良和君）温泉水を利用した特産品の開発ことでございま

すが見積もりを致しております経費の内訳としましては、開発費と作成費と

いうふうなことで大きく分かれます。開発費につきましてはボトルのデザイ

ンを致しますとか安全性の開発とかの経費でございます。作成につきまして

は、先ほども申し上げましたが約５千本ほど８０ミリの容器といたしまして

５千本ほど予定をしております。これにつきましては今後容器の容量はこれ

で決まった訳ではございませんので、こういうふうなことで合わせて３７０

万円ということで試算をしております。売上につきましては当然開発費と作

成費を合わせまして原価を割ってはいきませんから、そういうふうなことで

今後１本当たりの料金は設定をさせて頂きたいと考えております。 
○議長（小林一則君）３番 山本静一君 
○３番（山本静一君）今回の本補正予算で項目と例えばデマンドが 230 万 2 千

円とか温泉水が 370 万と計上されております。これ項目だけですので今後町

長にお願いしたいのですがやはり新規事業は概略はこういうことだというこ

とでお示し頂くと我々も議会としても承認の是非が判断できると思います。

ただ数字と項目だけではなかなか判断しかねません。例えば林課長や田畑課

長から今ご答弁頂きましたが、そういうような内容に基づきまして我々は判

断できると思いますので今後そういう取扱いをお願い致します。 
○議長（小林一則君）ほかに質疑ございませんか。 
         （「議事進行」の声） 
  質疑なしと認めます。これをもって一括上程されました議案第４９号ない

し議案第５６号についての質疑を終結致します。                  
暫時休憩致します。 
 
         （議案付託表配布） 
 

○議長（小林一則君）再開致します。 
 おはかり致します。本日質疑を終了致しました議案第４９号 平成２１年度 

玉城町一般会計補正予算（第 1 号）ないし 議案第５６号 平成２１年度玉

城町下水道事業会計補正予算（第 1 号）の各議案につきましてはお手許に配

布いたしました議案付託表のとおり予算決算常任委員会に審査付託を致した

いと思います。これにご異議ございませんか。             
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          （「異議なし」の声）          
 ご異議なしと認めます。よって議案第４９号ないし議案第５６号について

は議案付託表のとおり予算決算常任委員会に付託することに決しました。 
 只今、予算決算常任委員会に付託されました議案審査をお願いいたしたい

と思います。日程につきまして事務局長から報告いたさせます。 
 （事務局長 予算決算常任委員会審査の日程を報告する） 
 只今、事務局長の報告の通り、予算決算常任委員会審査をお願い致します。 
 

○議長（小林一則君）以上で本日の日程は全て終了致しました。おはかり致し

ます。議案精査のため明日１６日から１８日までの３日間休会といたしたい

と思います。これにご異議ありませんか。 
          （「異議なし」の声） 
ご異議なしと認めます。よって 6 月１６日から１８日までの３日間休会とす

ることに決しました。来る６月１９日は午前９時より本会議を開き、委員長

報告、各議案の討論採決を行ないますから、定刻までにご参集願います。 
  本日は、これを以って散会致します。 
 
 
 
 
 
 

（午前１０時３３分  散会） 
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